
滋
賀
・光
明
寺
遺
跡

１
　
所
在
地

　

　

滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
学
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
館
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

光
明
寺
遺
跡
は
、
現
在
の
西
河
原
集
落
の
南
西
部
を
中
心
に
、　
一
部
現
在
の

集
落
と
重
な
っ
て
分
布
す
る
平
安
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
集
落

遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
下
層
遺

構
と
し
て
飛
蔦
時
代
か
ら
奈
良

時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡
で
あ

る
光
相
寺
遺
跡
が
そ
の
西
側

一

帯
に

一
部
重
複
し
て
存
在
す
る
。

幡
　
」
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
と

臥

な
一
た
遺
構
に
は
、　
一
辺
約

一

∝

Ｏ
Ｏ
ｍ
の
二
重
に
堀
を
巡
ら
せ

る
方
形
の
館
跡
、
散
村
状
を
塁

す
る
集
落
跡
や
、
畠
や
水
田
の
耕
作
地
跡
、
旧
河
道
跡
と
そ
の
水
を
引
く
溝
跡

等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
、
当
地
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世

へ
の
農
村

の
景
観
の
変
遷
や
社
会
構
造
を
考
え
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

今
回
の
第
二
七
次
調
査
は
個
人
住
宅
建
設
に
伴
う
三
八
四
ゴ
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
調
査
は
、
江
戸
時
代
前
期
と
そ
れ
以
前
の
室
町
時
代
後
期
を
中
心
と

す
る
二
つ
の
遺
構
面
で
行
な
っ
た
。
上
層
の
遺
構
面
で
は
、
室
町
時
代
後
期
の

遺
構
が
埋
め
ら
れ
た
後
、
現
代
ま
で
盛
り
上
を
繰
り
返
し
な
が
ら
続
い
て
い
た

道
路
跡

一
条
と
、
隣
接
す
る
水
田
跡
を
検
出
し
た
。
下
層
の
遺
構
面
か
ら
は
、

南
側
か
ら
方
形
館
跡
の
外
堀
南
端
に
水
を
引
く
幅
約
三
ｍ
、
深
さ
約
○

・
七
ｍ

の
溝
ｓ
Ｄ
二
七
二
〇

一
と
、
館
跡
に
関
わ
る
柵
跡

一
条
を
検
出
し
た
。
柿
経
は
、

方
形
館
跡
の
外
堀
南
端
と
外
堀
に
水
を
引
く
溝
が
合
流
す
る
地
点
か
ら
、
信
楽

の
招
鉢

・
重

・
甕
、
頼
戸
の
椀

・
小
天
日
、
常
滑
の
片
口
鉢
、
土
師
器
の
小
皿

。
羽
釜

。
焙
烙
、
黒
色
土
器
の
椀
な
ど
の
一
四
世
紀
末
を

一
六
世
紀
初
の
遺
物

と
と
も
に
出
土
し
た
。
出
土
状
況
は
、
溝
跡
中
央
部
の
中
層
に
お
い
て
、
ω
！

⑤
ま
で
は
五
枚
が
順
に
重
な
り
合
い
、
二
つ
折
り
に
な
っ
た
状
態
で
、　
一
七
枚

の
断
片
と
し
て
出
土
し
、
０
は
①
ぞ
③
の
塊
か
ら
○

・
七
ｍ
余
り
北
側
に
お
い

て
単
独
で
出
土
し
た
。
ω
ｉ
Ｏ
は
そ
の
出
土
状
況
か
ら
、
結
束
し
た
状
態
に
近

い
形
で
溝
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
投
棄
方
法
は
、

宗
赦
儀
式
に
伴

っ
て
流
さ
れ
た
も
の
と
は
少
し
異
な
り
、
粗
雑
な
扱
い
方
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
方
形
館
内
の
西
側
を
中
心
に
香

炉

・
尊
式
幸
瓶
等
が
散
見
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
柿
経
の
出
上
に
よ
り
、
仏
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教
関
係
の
遺
物
が
外
堀
の
南
側
で
も
出
上
し
た
こ
と
と
な
り
Ａ
郭
内
を
調
査
し

て
い
な
い
た
め
そ
の
性
格
付
け
は
難
し
い
が
、
館
跡
で
あ
る
の
か
寺
院
跡
で
あ

る
の
か
と
い
っ
た
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
必
要
と
な

っ
て
き
た
と

い
え
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

【歳停
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
ヵ
〕

ω

　

□
□
□
浄
志
求
仏
道
…
当
為
如
是
等
廣
讃
□
乗
道

（］Φ⇔）
×
】〇
×
⇔あ
　
Φ∞岸

〔以
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
〔説
ヵ
〕

②

　

「
舎
利
弗
当
知
諸
仏
法
如
是
□
…
□
便
随
宜
而
□
法

（μΦ〕）
Ｘ
〕⇔
×
Φあ
　
Ｏ
ＰＯ

【此
ヵ
〕

①

　

「其
不
習
学
者
不
能
暁
了
□
…
□
既
己
知
諸
仏
世
之
師

（μΦ］）
×
］〇
×
９
∞
　
ｏ
μΦ

作

④

　

「
随
宜
方
便
事
無
復
諸
歓
喜
…
□
大
□
…
自
知
当
□

〔歓
力
〕　
　
　
〔仏
ヵ
〕
」

（ω∞じ
×
�Φ
×
ρ
∞
　
ｏ
μμ

⑤
　
・
妙
法
蓮
華
経
巻
第

一

一か〈
」　　　　　　　　（中∞時）
〉〈】〇
〉〈Φ・∞　　ＯμΦ

（卜
ｅ
×
］
Ｐ
×
９
ω
　
ｏ
∞
ド

復
原
で
き
た
柿
経

（卒
碁
婆
経
）
は
六
点
分
で
、
他
に
文
宇
断
片
が
四
点
存
在

す
る
。
形
状
は
、
何
れ
も
頭
部
を
圭
頭
と
す
る
短
冊
型
で
、
幅
約
二
〇
剛
、
厚

さ
〇

・
三
硼
、
長
さ
の
明
ら
か
な
資
料
は
な
い
が
、
他
の
資
料
か
ら
二
八
〇
を

三
〇
〇
剛
前
後
と
推
測
さ
れ
る
。
材
質
は
檜
で
、
柾
目
取
り
に
削
り
剥
ぎ
し
た

も
の
で
あ
る
。
書
写
さ
れ
た
経
典
は
妙
法
蓮
華
経
で
、
全
て
片
面
の
み
に
一
行

二
〇
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
⑤
の
尾
題
を
記
し
た
も
の
の
み
裏
面
に
校
了
を

示
す

一
字
を
入
れ
て
い
る
。
書
体
は
、
ω
を
０
と
⑥
で
は
異
な
り
、
二
種
類
が

み
ら
れ
る
。
内
容
は
、
ω
ぞ
⑤
が
方
便
品
第
二
の
巻
尾
部
分
で
、
少
し
離
れ
て

出
土
し
た
⑥
が
化
城
喩
品
第
七
と
思
わ
れ
る
ｃ
な
お
、
注
意
さ
れ
る
点
と
し
て
、

④
の
九

。
一
〇
文
字
目
が
こ
の
柿
経
に
お
い
て
は

「歓
喜
」
と
読
め
る
の
に
対

し
、
大
正
蔵
版
で
は

「疑
惑
」
と
な
っ
て
お
り
、
相
違
が
見
ら
れ
る
。　
こ
の

柿
経
が
、
誤
字
脱
字
の
多
い
柿
経
と
し
て
は
珍
し
く
校
合
を
行
な
い
、
①
に
は

「作
」
の
一
字
を
加
え
る
な
ど
そ
の
痕
跡
が
見
い
だ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
校
異
注
が
な
い
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
テ
キ
ス
ト

と
し
た
紙
本
経
に
既
に
誤
字
が
存
在
し
た
か
、
異
本
に
よ
っ
た
可
能
性
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
柿
経
の
年
代
は
、
そ
の
共
伴
遺
物
と
そ
の
型
式
等

か
ら
、　
一
五
世
紀
後
半
を

一
六
世
紀
初
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（辻
　
広
志
）

(0

回霜 ・
五 カ
日 ロ

所
未
×



昼

ω

国

目

圏

匠

脳

国

曰

曰

曰

圃
目
国
目
圏

隕

表

０
裏

凋

刊

川

□




